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第
８
回
支
部
執
行
委
員
会
は
６
月
18
日
、
11
人
の
出
席
で
行
い
、

以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
職
場
の
こ
と
、
仲
間
の
こ
と

○
京
都
事
業
団＝
熱
中
症
対
策
も
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

対
応
を
進
め
て
い
る
。

２
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
ア
ン
ケ
ー
ト

６
月
９
日
㈪
午
前
に
実
施

○
京
都
七
条
、
伏
見
、
宇
治
で
実
施
。
総
評
で
烏
丸
御
池
も
。

○
支
部
よ
り
６
人
、
府
本
部
・
総
評
10
数
人
で
、
約
200
枚
配
布
。

②
建
交
労
京
都
府
本
部
・
拡
大
執
行
委
員
会
（
６
月
15
日
）

〇
春
闘
総
括
と
夏
季
闘
争
の
方
針
決
定
。

○
学
習
会
も
開
催
さ
れ
、
京
滋
労
働
共
済
の
普
及
に
つ
い
て
。

３
．
各
分
会
の
取
り
組
み

①
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
協
会
京
都
事
業
所
分
会

〇
５
月
26
日
、
夏
季
一
時
金
の
要
求
提
出
。

②
宇
治
分
会

〇
５
月
22
日
、
夏
季
一
時
金
の
要
求
提
出
。

４
．
今
後
の
取
り
組
み
、
ほ
か

①
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

○
６
月
21
日
㈯
、
山
科
公
園
（
山
科
駅
南
）
京
都
市
役
所
ま
で
。

○
６
月
23
日
㈪
、
宇
治
市
役
所
前
で
集
会
、
城
陽
市
役
所
ま
で
。

②
支
部
定
期
大
会
（
10
月
25
日
予
定
）
に
向
け
た
諸
準
備
と
課
題

○
組
合
員
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
。

○
執
行
部
役
員
の
現
状
と
体
制
強
化
を
検
討
。

７
月
16
日
㈬

第
９
回
支
部
執
行
委
員
会

26
日
㈯

平
和
の
た
め
の
京
都
の
戦
争
展
（
～
８
月
２
日
）

30
日
㈬

建
交
労
中
央
行
動
・
厚
生
労
働
省
交
渉
（
東
京
）

８
月
30
日
㈯

建
交
労
中
央
本
部
・
第
27
回
全
国
大
会
（
群
馬
）

９
月
６
日
㈯

京
都
総
評
・
第
90
回
定
期
大
会

７
日
㈰

建
交
労
京
都
府
本
部
・
第
27
回
定
期
大
会

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )

組
合
事
務
所
の
８
月
お
盆
休
み
の
お
知
ら
せ

京
都
高
齢
者
会
館
の
休
館
日
に
合
わ
せ
て
、
建
交
労
京
都

支
部
事
務
所
も
８
月
14
日
㈭
～
16
日
㈯
は
お
盆
休
み
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
以
外
の
日
で
も
、
書
記
局
員
が
現
場
作
業
に

従
事
す
る
た
め
、
事
務
所
を
閉
じ
て
い
る
日
が
あ
り
ま
す
。

何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

平和のために戦争の惨禍を語りつぐ

第45回平和のための京都の

期 間：7月26日(土曜日)～８月２日(土曜日) ７月27日㈰は休館

午前９時30分より午後４時30分まで 入場無料

会 場：立命館大学国際平和ミュージアム

（北区等持院北町・市バス「立命館大学前」下車、徒歩５分）



「
被
爆
80
年
、
被
爆
者
と
と
も
に
核
兵
器

も
戦
争
も
な
い
平
和
な
世
界
を
」
の
横
断

幕
を
つ
な
い
で
、
全
国
か
ら
被
爆
地
広
島
・

長
崎
を
め
ざ
し
て
歩
く
国
民
平
和
大
行
進

が
21
日
、
滋
賀
県
か
ら
京
都
府
入
り
。

山
科
駅
前
の
ラ
ク
ト
公
園
で
引
き
継
ぎ

集
会
に
は
約
２
５
０
人
が
参
加
。
滋
賀
県

代
表
は
、
自
衛
隊
饗
庭
野
演
習
場
の
日
米

あ

い

ば

の

合
同
軍
事
演
習
に
反
対
す
る
活
動
と
結
ん

で
平
和
大
行
進
を
と
り
く
ん
で
き
た
と
報

告
。
京
都
の
代
表
は
、
祝
園
弾
薬
庫
の
増

ほ
う
そ
の

設
、
自
衛
隊
舞
鶴
基
地
の
強
靭
化
な
ど
、

急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
戦
争
す
る
国
づ

く
り
を
止
め
、
核
兵
器
に
も
核
抑
止
力
に

も
頼
ら
な
い
、
被
爆
国
に
ふ
さ
わ
し
い
政

府
と
政
治
を
つ
く
ろ
う
と
呼
び
か
け
。

21
日
は
梅
雨
の
中
休
み
。
酷
暑
の
中
、

「
ノ
ー
モ
ア
広
島
・
長
崎
・
福
島
!

軍

事
で
平
和
は
守
れ
ま
せ
ん
!

日
本
政
府

は
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
!
」
と
唱

和
し
て
京
都
市
役
所
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

（
京
都
支
部
執
行
委
員
長
・
松
永
雅
明
）

６
月
23
日
、
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
・
宇
治
コ
ー
ス
に
大
橋
書
記
長
と
参

加
し
ま
し
た
。
宇
治
市
役
所
前
・
平
和
の

鐘
の
前
で
集
会
の
後
、
京
都
統
一
行
進
者

の
小
林
さ
ん
を
先
頭
に
、
主
催
者
調
べ
で

60
人
の
パ
レ
ー
ド
が
始
ま
り
ま
し
た
。

奇
し
く
も
前
日
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

が
イ
ラ
ン
の
核
施
設
を
攻
撃
し
、
戦
争
が

起
こ
れ
ば
核
が
攻
撃
目
標
に
な
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
、
一
方
で
日
本
原
水
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
、

〝
ヒ
ダ
ン
キ
ョ
ウ
〟
が
世
界
的
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
日
本
の
被
爆
80
年
の
節
目
と
な
る

今
年
に
、
い
ま
だ
に
唯
一
の
被
爆
国
で
あ

り
な
が
ら
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
せ

ず
、
ど
っ
ち
を
向
い
て
政
治
を
し
て
い
る

の
か
？

考
え
る
こ
と
し
き
り
で
す
。

本
来
な
ら
途
中
で
久
御
山
町
の
パ
レ
ー

ド
の
人
た
ち
と
合
流
し
、
城
陽
市
役
所
ま

で
の
コ
ー
ス
で
す
が
、
合
流
す
る
前
に
、

雷
と
集
中
豪
雨
で
、
主
催
者
側
が
危
険
と

判
断
し
、
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

（
宇
治
分
会
長
・
嘉
村

茂
）

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

日
本
こ
そ
核
兵
器
禁
止
条
約
の
先
頭
に
！

６月21日昼 ラクト山科公園

滋賀から京都への引き継ぎ集会

宇治市役所

平和の鐘－祈り－

23日



特
定
非
営
利
活
動
法
人
京
都
高
齢
者
福

祉
事
業
団
は
６
月
21
日
、
第
25
回
通
常
総

会
を
開
催
し
、
事
業
報
告
と
事
業
計
画
、

予
決
算
を
承
認
、
役
員
も
理
事
会
提
案
通

り
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
高
齢
者
福
祉
事
業
団
の
２
０
２
４

年
度
は
、
事
業
が
堅
調
で
収
益
は
３
％
を

超
え
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
物

価
高
が
団
員
の
生
活
負
担
を
強
い
て
い
る

も
と
で
、
生
活
支
援
一
時
金
の
支
給
も
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
高
齢
者
の
就
労
の
場
と
し
て
引
き

続
き
事
業
活
動
を
行
う
一
方
、
中
高
年
の

フ
ル
タ
イ
ム
就
業
を
提
供
す
る
事
業
の
確

立
へ
、
生
活
困
窮
者
就
労
支
援
事
業
と
も

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
、
事
務
局
職
員
の
待
遇
改
善
と
体
制

強
化
も
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
選
出
さ
れ
た
理
事
・
監
事
の
役
員

13
名
は
次
の
通
り
。
敬
称
略
。

理
事
長
・
木
ノ
下
貴
之
、
副
理
事
長
・

三
浦
俊
彦
、
専
務
理
事
・
池
口
康
樹
、
常

務
理
事
・
松
本
一
真
。

理
事
５
名
。
桂
太
郎
、
齊
藤
眞
一
、
坂

田
浩
、
佐
藤
智
恵
子
、
鈴
木
伸
吾
。

外
部
理
事
２
名…

川
口
孝
男
（
建
交
労

京
都
府
本
部
書
記
長
）
、
山
川
明
仁
（
京

都
人
権
連
委
員
長
）
。

監
事
２
名…

杉
山
勉
（
京
都
高
運
連
事

務
局
）
、
中
村
崇
（
京
都
高
運
連
事
務
局
）
。

公
益
財
団
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

協
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
２
日
、

京
都
高
齢
者
会
館
で
第
25
回
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
事
業
領
域
が
広

が
り
、
今
ま
で
の
清
掃
事
業
部
と
京
都
市

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
２
つ
の
分
野
に
加

え
て
、
新
た
に
京
都
市
か
ら
ホ
ー
ム
レ
ス

緊
急
一
時
宿
泊
所
訪
問
相
談
事
業
、
ホ
ー

ム
レ
ス
能
力
活
用
推
進
事
業
、
ホ
ー
ム
レ

ス
居
宅
定
着
支
援
事
業
、
日
常
生
活
訓
練

事
業
、
ホ
ー
ム
レ
ス
衛
生
改
善
事
業
、
下

京
協
働
ス
ペ
ー
ス
居
場
所
づ
く
り
事
業
、

住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
の
他
、

炊
き
出
し
事
業
と
合
計
10
事
業
を
担
う
組

織
へ
と
発
展
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
報
告
と

新
年
度
の
運
営
方
針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
選
出
さ
れ
た
役
員
は
、
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
。
所
長
・
上
山
和
宏
。
以
下
、

運
営
委
員
８
名
。
木
村
祐
子
、
喜
多
泰
史
、

加
藤
眞
久
、
栗
田
佳
子
、
鷲
見
敏
夫
、
丹

野
陽
一
、
岡
本
健
一
、
藤
井
貴
吉
。

（
以
上
、
山
川
）

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法!! なく そう 貧困! ! !( ５ )



生
活
保
護
引
き
下
げ
は
違
法
と
最
高
裁

生
活
保
護
基
準
は
「
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
保
障
」

（
憲
法
25
条
）
「
最
低
限
度
の
生
活
の
需

要
を
満
た
す
に
十
分
な
も
の
」
（
生
活
保

護
法
８
条
の
２
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
公
政
権
は
２
０
１
３

か
ら
３
年
間
に
最
大
10
％
も
引
き
下
げ
、

２
０
０
万
人
超
の
受
給
者
に
対
し
て
総
額

約
６
７
０
億
円
を
削
減
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
２
０
１
４
年
か
ら
生
活

に
困
窮
す
る
全
国
の
原
告
が
国
に
そ
の
撤

回
を
求
め
て
提
訴
、
今
日
ま
で
に
地
裁
で

は
31
件
の
う
ち
20
件
で
勝
訴
、
高
裁
で
は

12
件
の
う
ち
７
件
で
勝
訴
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
国
側
が
「
厚
労
相
の
判
断
は
合

理
的
で
適
法
」
と
主
張
す
る
な
か
、
６
月

27
日
、
最
高
裁
は
原
告
の
訴
え
を
受
け
止

め
、
国
の
措
置
は
「
違
法
」
と
断
罪
す
る

画
期
的
判
断
を
下
し
ま
し
た
。

自
民
党
は
生
活
保
護
切
り
下
げ
を
公
約

２
０
１
２
年
、
当
時
野
党
で
あ
っ
た
自

民
党
は
マ
ス
コ
ミ
も
利
用
し
、
芸
能
人
親

族
の
生
活
保
護
受
給
や
、
１
％
に
も
満
た

な
い
生
活
保
護
不
正
受
給
に
対
す
る
大
々

的
な
バ
ッ
シ
ン
グ
を
展
開
。
同
年
の
総
選

挙
の
公
約
に
、
給
付
水
準
原
則
10
％
減
額

を
掲
げ
て
政
権
復
帰
し
ま
し
た
。

そ
し
て
安
倍
内
閣
は
、
２
０
０
８
年
の

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、
失
業
者
が
急

増
、
デ
フ
レ
で
下
落
し
た
物
価
が
、
そ
の

ま
ま
消
費
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
し
て
、

生
活
保
護
基
準
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。

高
齢
者
が
裁
判
の
先
頭
に

低
年
金
制
度
の
た
め
、
高
齢
者
は
、
そ

の
多
く
が
生
活
保
護
基
準
以
下
の
生
活
を

強
い
ら
れ
、
生
活
保
護
受
給
者
の
過
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。
一
連
の
裁
判
で
は
、

全
国
で
高
齢
者
が
原
告
を
担
い
ま
し
た
。

約
10
年
に
わ
た
り
全
国
の
高
齢
者
や
病

苦
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
抱
え
た
人
々
が
、

ま
さ
に
「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」
と
し

て
た
た
か
っ
て
き
た
結
果
の
勝
訴
で
す
。

最
高
裁
判
決
順
守
と
生
活
保
護
改
善
を

私
た
ち
は
「
長
年
に
わ
た
り
、
数
百
万

人
の
生
存
権
（
憲
法
25
条
）
と
個
人
の
尊

厳
（
憲
法
13
条
）
を
侵
害
し
続
け
た
国
に

対
し
、
本
判
決
に
従
い
全
て
の
生
活
保
護

利
用
者
へ
の
謝
罪
、
引
き
下
げ
前
の
基
準

に
よ
る
保
護
費
と
の
差
額
支
給
な
ど
、
必

要
な
被
害
回
復
措
置
を
直
ち
に
講
じ
る
こ

と
」
「
前
代
未
聞
の
権
利
侵
害
を
二
度
と

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、
厚
生
労
働
大
臣
の

裁
量
を
明
確
に
制
限
し
、
生
活
保
護
バ
ッ

シ
ン
グ
の
再
来
を
許
さ
な
い
」
「
『
生
活

保
障
法
』
の
制
定
等
の
措
置
を
速
や
か
に

講
じ
る
よ
う
求
め
る
」
と
の
、
国
に
対
す

る
要
請
を
全
面
的
に
支
持
す
る
と
と
も
に
、

す
で
に
亡
く
な
っ
た
原
告
も
含
め
、
全
原

告
へ
の
補
償
を
要
求
す
る
も
の
で
す
。

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！ ( ６ )

社会保障

生
活
保
護
行
政
の
抜
本
改
善
を

７
月
１
日

全
国
老
人
福
祉
問
題
研
究
会
が
声
明
発
表



今
年
も
暑
い
。
ビ
ー
ル
が
美
味
い
。
先

月
の
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
に
続
き
、
私
が
気
付

い
た
市
内
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
を
少
々
。

最
近
は
エ
ー
ル
ビ
ー
ル
を
出
す
、
英
国

調
の
パ
ブ
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
店
の
内

装
も
客
も
若
者
ば
か
り
で
、
お
っ
さ
ん
が

一
人
で
入
れ
る
雰
囲
気
で
は
な
い
わ
な
ぁ
。

＊

＊

ビ
ア
サ
ー
テ
ィ
ー
京
都
三
条
河
原
町
店

（
河
原
町
三
条
下
ル
）
ち
ょ
っ
と
前
ま
で

「
ア
サ
ヒ
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ス
ー
パ
ー

ド
ラ
イ
京
都
」
と
い
う
店
名
で
し
た
。
昔

か
ら
あ
る
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
で
、
市
役
所
ま
で

の
デ
モ
行
進
の
後
、
よ
く
立
ち
寄
っ
た
。

料
理
が
す
ご
い
大
盛
で
提
供
さ
れ
る
の
が

特
徴
で
し
た
が
、
今
は
ど
う
な
ん
や
ろ
う
。

ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
（
河
原

町
四
条
上
ル
一
筋
目
東
入
）
昭
和
27
年
創

業
で
、
京
都
最
古
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
と
い
う

都
市
伝
説
が
あ
る
。
こ
こ
も
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
が
出
て
く
る
。
鶏
の
か
ら
揚
げ
が
す
ご

い
美
味
い
。
店
の
雰
囲
気
も
上
々
。

銀
座
ラ
イ
オ
ン
・
京
都
四
条
烏
丸
店
（
四

条
室
町
東
入
）
立
地
が
良
い
の
で
よ
く
利

用
し
た
。
こ
こ
は
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
系
列

で
、
ヱ
ビ
ス
ビ
ー
ル
が
飲
め
る
。

ビ
ア
サ
ー
テ
ィ
ー
京
都
駅
前
店
（
東
洞
院

塩
小
路
下
ル
・
セ
レ
マ
ビ
ル
地
下
１
階
）

以
前
は
「
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
・
ル

ネ
サ
ン
ス
」
と
い
う
店
名
で
し
た
。
メ
ー

デ
ー
の
後
、
こ
こ
で
宴
会
し
て
い
た
の
が

懐
か
し
い
。
昔
は
金
持
ち
や
っ
た
な
ぁ
。

キ
リ
ン
シ
テ
ィ
新
京
極
店
（
新
京
極
四
条

上
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
タ
ー
地
下
１
階
）

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
系
列
。
昔
は
南
区
久
世

に
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
大
工
場
が
あ
っ
て
、

そ
の
一
角
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
に
よ
く
通
っ
た
。

マ
ス
タ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
京
都
（
木

屋
町
蛸
薬
師
下
ル
）
旧
立
誠
校
１
階
。

り
っ
せ
い

サ
ン
ト
リ
ー
の
直
営
。
昔
は
癖
の
あ
る
サ

ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
が
好
み
や
っ
た
。
今
は

第
三
の
ビ
ー
ル
ば
っ
か
り
。

（
山
川
）

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ７ )

四方
山話

京
都
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル

７月のまちがいさがし ２つの絵で違いが７ヵ所あります。

ビニールプールで水遊び （答えは10ページ）



７
月
24
日
㈭

祇
園
祭
後
祭
山
鉾
巡
行

７
月
25
日
㈮

鹿
ヶ
谷
カ
ボ
チ
ャ
供
養
／
安
楽
寺

７
月
26
日
㈯

火
渡
り
祭
／
狸
谷
山
不
動
院

７
月
31
日
㈭

千
日
詣
り
／
愛
宕
神
社

本
願
寺
納
涼
盆
踊
り
／
西
本
願
寺
北
境
内
地

８
月
２
日
㈯

鴨
川
納
涼
／
鴨
川
三
条
大
橋
～
四
条
大
橋

８
月
４
日
㈪

箸
供
養
／
橋
寺
放
生
院
（
宇
治
市
宇
治
東
内
）

８
月
５
日
㈫

太
秦
大
映
通
り
商
店
街
夏
祭
り
／
太
秦
広
隆
寺
駅

京
た
ん
ば
花
火
大
会
／
道
の
駅
丹
波
マ
ー
ケ
ス

８
月
７
日
㈭

五
条
若
宮
陶
器
祭
・
六
道
ま
い
り
／
東
山
五
条

８
月
10
日
㈰

大
恐
竜
博
／
国
立
京
都
国
際
会
館

堀
川
か
が
り
火
の
み
ち
／
下
立
売
通
～
一
条
戻
橋

８
月
11
日
㈪

下
鴨
納
涼
古
本
ま
つ
り
／
下
鴨
神
社
糺
の
森

保
津
川
花
火
大
会
／
亀
岡
市
保
津
橋
（
有
料
）

８
月
14
日
㈭

夕
涼
み
と
灯
り
の
路
／
一
念
坂
・
二
年
坂

京
都
迎
賓
館
プ
レ
ミ
ア
ム
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

８
月
16
日
㈯

五
山
の
送
り
火
／
京
都
市
内
各
所

８
月
23
日
㈯

地
蔵
盆
／
京
都
市
内
各
町
内

リ
カ
マ
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
メ
ッ
セ
／
み
や
こ
め
っ
せ

葉
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

京
都
駅
前
の
本
山＝

は

づ
き

烏
丸
七
条
に
東
本
願
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
真
宗
本
廟
）
、
堀
川

花
屋
町
に
西
本
願
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
龍
谷
山
本
願
寺
）
、

り
ゅ
う
こ
く
さ
ん

堀
川
七
条
に
興
正
寺
（
真
宗
興
正
派
・
圓
頓
山
興
正
寺
）
と
、
京

え
ん
と
ん
ざ
ん
こ
う
し
ょ
う
じ

都
駅
の
北
側
に
は
浄
土
真
宗
の
３
宗
派
の
本
山
の
大
伽
藍
が
並
ぶ
。

な
ぜ
こ
こ
に
集
中
す
る
の
か
、
色
々
興
味
あ
る
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

京
都
駅
前
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
（
７
月
31
日
～
８
月
31
日
）

下
京
区
役
所
が
主
催
し
て
、
京
都
駅
前
の
３
本
山
と
京
都
駅
ビ

ル
で
、
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
目
的
に
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
願
寺
納
涼
盆
踊
り
（
７
月
31
日
～
８
月
１
日
）
西
本
願
寺
北
側

の
駐
車
場
（
旧
本
圀
寺
跡
）
で
午
後
４
時
か
ら
８
時
半
ま
で
。

京
都
駅
ビ
ル
・
デ
ジ
タ
ル
花
火
大
会
（
８
月
２
日
～
７
日
）
午
後

７
時
半
か
ら
１
時
間
、
花
火
や
レ
ー
ザ
ー
の
光
の
演
出
で
大
階
段

を
彩
り
ま
す
。
こ
の
期
間
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
も
。

下
京
サ
ン
テ
ラ
朝
参
り
（
８
月
18
日
～
23
日
）
各
寺
の
お
晨
朝

じ
ん
じ
ょ
う

（
お
つ
と
め
）
に
参
拝
し
て
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
す
。
西
本
願

寺
は
午
前
６
時
、
東
本
願
寺
は
午
前
７
時
、
興
正
寺
は
午
前
８
時

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
本
堂
で
行
わ
れ
ま
す
。

西
本
願
寺
・
朝
の
梵
鐘
撞
き
体
験
（
８
月
18
日
～
23
日
）
小
・
中

学
生
の
親
子
を
対
象
に
、
西
本
願
寺
の
釣
鐘
が
撞
け
ま
す
。
早
朝

５
時
半
か
ら
10
分
間
。
西
本
願
寺
の
鐘
楼
は
重
要
文
化
財
で
す
。

そ
の
他
、
映
画
上
映
会
や
駅
前
で
盆
踊
り
な
ど
。

（
山
川
）

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ８ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



梅
雨
ら
し
く
な
い
６
月
の
一
日
を
、

地
域
団
体
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
、
妻
と
と

も
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
バ
ス
は
東

寺
の
塔
の
前
か
ら
出
発
し
、
名
神
高
速

を
通
り
、
途
中
ト
イ
レ
休
憩
を
と
っ
て

最
初
の
見
学
地
、
姫
路
市
の
「
灘
菊
酒
造
」
の
酒
蔵
へ
。

な
だ
ぎ
く

到
着
後
、
酒
の
香
り
（
匂
い
）
吸
い
込
ん
だ
よ
う
な
酒
蔵
の
中

へ
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
と
、
明
治
43
年
建
築
で
、
土
壁
・
柱
・

梁
は
当
時
の
ま
ま
使
わ
れ
て
お
り
、
酒
米
は
西
播
磨
特
産
の
「
兵

庫
夢
錦
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
通
常
は
半
日
で
仕
上

げ
る
と
こ
ろ
３
日
間
か
け
て
じ
っ
く
り
絞
り
、
吟
醸
酒
に
近
い
透

明
感
の
あ
る
酒
が
仕
上
が
っ
て
い
る
と
説
明
。
特
に
、
女
性
で
は

全
国
３
人
目
の
南
部
杜
氏
と
し
て
、
ま
た
兵
庫
県
内
初
め
て
の
女

な

ん

ぶ

と

う

じ

性
杜
氏
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

試
飲
コ
ー
ナ
ー
で
、
こ
こ
の
お
酒
す
べ
て
を
試
飲
し
、
せ
っ
か

く
だ
か
ら
１
本
を
、
と
思
っ
た
が
、

妻
に
財
布
の
紐
を
絞
め
ら
れ
て
思
い

は
沈
没
。
お
酒
の
香
り
に
余
韻
を
残

し
つ
つ
、
少
し
早
い
が
昼
食
会
場
の

「
夢
前
温
泉
」
へ
。

ゆ
め
さ
き

コ
ー
ス
は
「
昼
食
の
後
、
温
泉
に
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
昼
食

の
前
に
先
ほ
ど
の
「
灘
菊
」
試
飲
で
少
し
ば
か
り
軽
い
気
持
ち
の

ま
ま
、
真
昼
間
に
露
天
風
呂
に
浸
か
り
極
楽
を
味
わ
い
ま
し
た
。

風
呂
上
が
り
の
ビ
ー
ル
は
最
高
。
飲
め
な
い
妻
は
、
料
理
を
ほ
お

ば
り
な
が
ら
女
性
同
士
で
に
ぎ
や
か
に
話
し
込
ん
で
い
ま
し
た
。

食
事
も
終
え
、
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
姫
路
城
へ
。
国
宝
で
重
要

文
化
財
・
特
別
史
跡
・
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
で
も
あ
り
、
改

修
し
て
間
が
な
く
、
そ
の
姿
は
美
し
い
と
い
う
以
外
に
あ
り
ま
せ

ん
。
現
存
す
る
天
守
閣
と
し
て
は
最
大
規
模
を
誇
り
、
白
漆
喰
総

塗
籠
造
の
美
し
い
外
観
と
、
連
立
式
天
守
閣
の
構
造
が
特
徴
で
す
。

関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
池
田
輝
政
が
城
主
と
な
り
、
大
規
模
な
改

修
を
行
い
、
天
守
を
５
重
６
階
に
増
築
。
江
戸
時
代
初
期
に
本
多

忠
政
が
三
の
丸
や
西
の
丸
を
増
築
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
広
い
し
、
天
守
閣
の
階
段
も
す
ご
く
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が

「
ス
ム
ー
ズ
に
見
学
す
る
場
合
、
１
時
間
半
か
ら
２
時
間
程
度
が

目
安
で
す
」
と
話
さ
れ
、
天
守
閣
は
あ
き
ら
め
、
周
り
を
散
策
し

ま
し
た
。
ち
な
み
に
姫
路
城
縦
覧
料

は
現
在
は
千
円
で
す
が
、
２
０
２
６

年
３
月
か
ら
姫
路
市
民
以
外
は
２
５

０
０
円
に
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。

散
策
し
て
バ
ス
に
乗
り
込
み
ま
し

た
が
、
土
産
物
だ
け
は
買
い
込
み
、

店
の
名
を
刷
り
込
ん
だ
袋
を
膨
ら
ま

せ
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ９ )

姫
路
へ
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

世界遺産・国宝姫路城

酒蔵を見学

姫路灘菊酒造



今
年
は
梅
雨
が
６
月
中
に
あ
っ
と
い
う
間

に
開
け
て
し
ま
い
、
た
だ
た
だ
暑
い
中
、

屋
外
作
業
が
つ
ら
い
毎
日
。
熱
中
症
警
戒

ア
ラ
ー
ト
が
出
っ
放
し
で
す
。
皆
さ
ん
、

十
分
に
対
策
を
。

極
右
政
党
の
気
色
悪
い
主
張
を
嗤
う

▼
こ
れ
を
書
い
て
い
る
の
は
７
月
上
旬
で
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
届
く
頃
に
は
参
議
院

選
挙
の
結
果
が
出
て
い
る
の
で
、
ズ
レ
た

話
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

▼
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
氾
濫

し
て
い
る
の
は
、
参
政
党
の
過
激
な
主
張

で
す
。
「
外
国
人
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

と
訴
え
、
一
律
犯
罪
者
扱
い
し
て
外
国
人

排
斥
を
叫
ぶ
。
極
端
な
男
尊
女
卑
思
想
で

「
女
性
の
社
会
進
出
は
良
い
が
、
子
ど
も

を
産
め
る
の
は
若
い
女
性
し
か
な
い
」
若

い
女
性
は
家
に
居
ろ
、
と
云
う
。
参
政
党

憲
法
草
案
は
「
第
一
条

日
本
は
天
皇
の

し
ら
す
君
民
一
体
の
国
家
で
あ
る
」
歴
史

の
勉
強
を
し
て
へ
ん
の
？
▼
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
反
動
と
し
て
、

極
右
政
党
の
支
持
が
高
ま
っ
て
い
る
と
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
も
そ
う
い
う

流
れ
な
の
か
。
▼
根
拠
を
示
さ
ず
、
情
緒

に
訴
え
る
。
弱
い
者
い
じ
め
を
し
て
ス
ト

レ
ス
の
発
散
、
自
己
中
心
的
、
攻
撃
的
な

自
己
正
当
化
を
す
る
。
▼
『
文
春
』
が
、

参
政
党
の
政
治
資
金
の
、
神
谷
宗
幣
代
表

個
人
や
そ
の
妻
が
代
表
取
締
役
を
務
め
る

会
社
へ
の
巨
額
支
払
い
を
報
じ
た
。
こ
れ

で
は
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
や
の
う
て

「
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
」
や
な
。
参
政
党
は
、

単
な
る
金
儲
け
手
段
や
っ
た
の
？
（
や
）

( １０ )

まちがいさがしのこたえ


